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入学者選抜の
基本方針

入学定員

推薦選抜

学力選抜
（前期）

生産システム工学専攻　12名
応用化学専攻　　　　　　4名
選抜方法 ： 推薦書，自己推薦書，調査書の書類審査による
　　　　　 総合判定
出願期間 ： 2023年　5月10日（水）～　5月15日（月）
合格発表 ： 2023年　5月26日（金）
選抜方法 ： 学力検査，自己推薦書，調査書の総合判定
出願期間 ： 2023年　5月10日（水）～　5月15日（月）
検 査 日 ： 2023年　6月10日（土）
検査会場 ： 旭川工業高等専門学校
合格発表 ： 2023年　6月16日（金）
追試験日 ： 2023年　6月24日（土）
追試験合格発表 ： 2023年　6月30日（金）

学力選抜
（後期）

社 会 人
特別選抜

過去問題

選抜方法 ： 学力検査，自己推薦書，調査書の総合判定
出願期間 ： 2023年10月10日（火）～10月13日（金）
検 査 日 ： 2023年11月11日（土）
検査会場 ： 旭川工業高等専門学校
合格発表 ： 2023年11月17日（金）
追試験日 ： 2023年11月25日（土）
追試験合格発表 ： 2023年12月  1日（金）
選抜方法 ： 小論文，面接，調査書の総合判定
出願期間 ： 2023年10月10日（火）～10月13日（金）
検 査 日 ： 2023年11月11日（土）
検査会場 ： 旭川工業高等専門学校
合格発表 ： 2023年11月17日（金）
追試験日 ： 2023年11月25日（土）
追試験合格発表 ： 2023年12月  1日（金）
過去の学力検査問題を本校ホームページに
掲載しています。
※追試験の詳細については，令和6年度専攻科募集要
項及び本校ホームページに掲載いたします。

本校の求める学生像に見合う学生を選抜するために、次のように入学者の選抜を行っています。
○多様な学生を求めるために推薦選抜、学力選抜及び社会人選抜を実施します。
○高専卒業程度の基礎学力を身につけていることを重視します。
○基礎学力を活用して論理的に思考できることを重視します。

“学士”  取得までの費用の比較

入学者選抜

進　学

就　職

学位取得
［学士（工学）］

学
　
費

項　　目 専　攻　科 国立大学（例）
入 学 金 84,600円

234,600円
282,000円
535,800円

差額
約20万円

約60万円（2年間）授業料（年額）

（専攻科進学と国立大学編入学）

「専攻科進学（自宅）」と「国立大学編入学（アパート）」の学費と生活費の差は、2年
間で約220万円（一例）となります。

生
　
活
　
費

アパート生活との
２年間の差額

約6万円
（食事・小遣いなど）

約12万円
（部屋代・食事・小遣いなど）

約142万円

－

生活形態 一般的な生活費用（月額）

自 宅

ア パ ー ト

※参考資料　大学院の授業料等
大学院生

授 業 料
入 学 金
検 定 料

修学支援制度

専攻科修了生からのメッセージ

○大学院進学先（過去5年間）
　・北海道大学大学院
　・東京大学大学院
　・長岡技術科学大学大学院
　・豊橋技術科学大学大学院
　・筑波大学大学院
　・奈良先端科学技術大学院大学
　・北陸先端科学技術大学院大学

○主な就職先（過去5年間）
　・ソニーデジタルネットワーク
　　アプリケーションズ株式会社
　・株式会社 日産オートモーティブ
　　テクノロジー
　・高砂熱学工業株式会社
　・旭化成株式会社
　・株式会社　日本触媒
　・雪印メグミルク株式会社
　・三菱重工業株式会社

奨学金
日本学生支援機構による給付及び貸与奨学金の制度があります。
授業料等減免
高等教育の修学支援制度により、日本学生支援機構の給付奨学金と
併せて、授業料等減免制度により入学料及び授業料が減免されること
があります。
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・令和３年度
　生産システム工学専攻修了
・旭川市出身
・旭川高専システム制御情報
　工学科卒業

豊橋技術科学大学
情報・知能工学専攻進路

木村　至孝 さん
きむら のりゆき

岩瀬　恵里 さん
いわせ ちえり

・令和３年度
　応用化学専攻修了
・東神楽町出身
・旭川高専物質化学工学科卒業

北海道標津郡標津町役場
住民生活課進路

282,000円
535,800円（年間）

30,000円

　本科５年生の時、なかなか進路が決まらない私に、教員や先輩方が勧めてくれたのが専
攻科でした。専攻科に進学するメリットとしては、慣れ親しんだ環境で研究をより深めること
ができるという点が特に大きいかと思います。研究で行き詰まった時は身近な教員や先輩
に相談しやすく、研究器材は普段から取り扱っているものが多いので研究を効率的に進め
られます。また、他の大学などの学生も参加する学会発表では、客観的な視点から評価さ
れ、多くの改善点や新たな発見を得られます。現在、私は公務員として働いていますが、専
攻科で培った、資料作成や対面での「物事を分かりやすく相手に伝える力」は、どの職業に
就いても活かしていけると思っています。進路に悩んでいる学生は多いかと思いますが、
自分の意思を大事にして、後悔しないよう、進路を考えて欲しいと思います！

　専攻科は何をしているかを知らない方も多いかと思います。専攻科では本科で学んだことに対し
て自分のしたいこと、追及したい分野をより深く学び、地域や社会全体、自らの研究に応用することに
より、モノづくりと研究の知識と経験をより深めます。本科で馴染んだ高専の環境において、本科5年
生と専攻科の計3年間も研究をする期間は、一般的な大学の学部1年間と大学院修士の2年間の計3
年間と同等の期間です。しかしながら専攻科は一般大学の卒業と同等の年齢で修了可能であるた
め、修士相当の研究能力を持ちエンジニア職から開発職まで様々な職種に就職することも、他大学
の修士課程へ進学し、より研究を行うことも可能となっています。専攻科進学により夢を明確とし、人
生の選択をより豊かにするために、専攻科への進学を進路の一つとして考えていただきたいです。
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【生産システム工学専攻】
生産システム工学専攻では、次のような人材を求めます。
機械工学、電気・電子工学、情報工学に関連する十分な基礎
学力を有する人
機械工学、電気・電子工学、情報工学に関連する分野の高度
な知識と技術、実践力を身に付けたい人
機械工学、電気・電子工学、情報工学に関連する分野で、社
会の発展に貢献できる技術者・研究者を目指す人
目的に向けて、主体的かつ継続的に努力できる人

１．

２．

３．

４．

【応用化学専攻】
応用化学専攻では、次のような人材を求めます。
化学および生物分野に関する十分な基礎学力を有する人
化学および生物分野の高度な知識と技術、実践力を身に付
けたい人
化学および生物関連の分野で、社会の発展に貢献できる技
術者・研究者を目指す人
目的に向けて、主体的かつ継続的に努力できる人

１．
２．

３．

４．

【生産システム工学専攻】
生産システム工学専攻は、所定の単位を修得し、かつ以下の
ような能力を身につけた学生に対して修了を認定する。
本科で修得した機械工学、電気・電子工学、情報工学の基礎
の上に、より深く高度な知識・技術を身につけ、専門分野およ
び複合・境界領域の諸問題に自主的に対応できる。
専門分野および複合・境界領域分野の実験・実習を通じて実
践力を身につけ、技術が社会に与える影響や環境について、
自主的に思考し行動できる。
専門分野および複合・境界領域に対して、課題発見能力、課
題解決能力、コミュニケーション・プレゼンテーション能力を
もち、自主的な学習を通して豊かな創造力を発揮し総合的な
判断ができる。
豊かな教養と論理的で柔軟な思考力、倫理観および国際的
視野を身につけ、社会に貢献できる。
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２．

３．

４．

【応用化学専攻】
応用化学専攻は、所定の単位を修得し、かつ以下のような
能力を身につけた学生に対して修了を認定する。
本科で修得した化学および生物分野の基礎の上に、より深く
高度な知識・技術を身につけ、専門分野に加えて複合・境界領
域の諸問題にも自主的に対応できる。
化学および生物分野における高度な実験・実習を通じて実践
力を身につけ、技術が社会に与える影響や環境について、自
主的に思考し行動できる。
専門分野および複合・境界領域に対して、課題発見能力、課題
解決能力、コミュニケーション・プレゼンテーション能力をも
ち、自主的な学習を通して豊かな創造力を発揮し総合的な判
断ができる。
豊かな教養と論理的で柔軟な思考力、倫理観および国際的視
野を身につけ、社会に貢献できる。

１．

２．

３．

４．
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・旭川高専の専攻科には、「生産システム工学専攻」と「応用化学専攻」の2専攻が設置
　されています。
・生産システム工学専攻は本科の機械システム工学科、電気情報工学科、及びシステム
　制御情報工学科を基盤とし、応用化学専攻は物質化学工学科を基盤としています。
・専攻科の修了生は、「特別研究Ⅱ」の取り組み状況により「大学改革支援・学位授与機構」
　から学士（工学）の学位を取得でき、学士としての就職や大学院進学への道が開けます。

専攻科修了認定方針  （ディプロマ・ポリシー）

旭川高専は、修了認定方針（ディプロマ・ポリシー）に定める人材を育成するため、高専を優秀な成績で卒業したか、あるいは
同程度の学力を有する人を受け入れます。

　機械・制御・電気電子・情報
産業での研究開発の場面で活
躍できる技術者の育成を目指
しています。高専5年間で学ん
だ内容をもとに、幅広い専門
的な講義と実験を通じて、高
度な知識・技術を学びます。ま
た、技術者としての倫理や生産
システムへの環境の配慮など、
技術者として必要な心構えや
姿勢を養います。

生産システム工学専攻 　化学産業・バイオ産業での
研究開発の場面で活躍できる
技術者の育成を目指していま
す。高専5年間で学んだ内容を
もとに化学・生物学に関する専
門的な講義と実験を通じて、
高度な知識・技術を学びます。
また、技術者としての倫理や生
産システムへの環境の配慮な
ど、技術者として必要な心構え
や姿勢を養います。

応用化学専攻

特別研究テーマの一例 （令和４年度実績）

特別研究 （Ⅰ：2単位・1年生、Ⅱ：８単位・2年生）
専攻科では本科で培った工学知識・技術をより深く、かつ広く学べるように２年間の特別研究を設定しています。専攻科の学修総まとめ科目となる
「特別研究Ⅱ」の取り組み状況を含め、一定の条件を満たすと学士（工学）の学位を取得できます。

特別研究の様子 専攻科特別研究発表会

シラバスなど詳細はホームページでご覧いただけます ➡

　機械システム工学科，電気情報工学科及びシステム制御情
報工学科で教授した教育内容を基礎とし，それぞれの専門分
野の技術が融合した境界領域分野の諸問題にも対応できるよ
うに教育課程を編成し，メカトロニクス，エレクトロニクス，コ
ンピュータ応用等の技術が融合した生産システム分野におい
て活躍できる，総合的能力を備えた技術者を育成する。

　物質化学工学科で教授した教育内容を基礎とし，化学・バイ
オ関連産業における専門的な実務に携わることを前提とした
教育課程を編成し，製品・技術の開発及びそれに伴う環境や社
会への配慮等に柔軟に対応できる，総合的能力を備えた技術
者を育成する。

専攻科入学者に求める能力と適性  （アドミッション・ポリシー）

【生産システム工学専攻】 【応用化学専攻】

社会を支える技術者を育成するため、高等専門学校における５年間の課程で培われた工学に関する知識・技術をより深
く教授する。

教育目標

専門分野の融合化・複合化
エンジニアリングデザイン （2単位・演習：2年生）
地域の企業の課題や取り組みに対し、学生が工学的に設計した解決を提
案する技術者教育です。市場理解のために経営トップ層を講師にお招き
します。その後テーマに応じて2人から5人程度のグループを構成し、企
業の方とディスカッションを通じながら実効的な取り組みを行います。

エンジニアリングデザインの様子

環境マネジメント （2単位：1年生）
専門分野の融合・複合を図るため、出身学科の異なる学生からなるグ
ループを構築し、エネルギー問題などをテーマとし、課題解決に必要な
工学知識と関連技術についてディスカッションを通じて学びます。

環境マネジメント授業風景

北海道大学、東北大学、豊橋技術科学大学、富士通グループ協働、
株式会社檜山鐵工所、旭イノベックス株式会社、株式会社福井村田製作所、
東日本高速道路株式会社、株式会社電業社機械製作所、株式会社タカフジ、
ラテラル・シンキング株式会社、佐藤鋳工株式会社、不二輸送機工業株式会社、
シーズ・ラボ株式会社、日東電工株式会社、株式会社カネカ、株式会社MARVELOUS、
上原ネームプレート工業株式会社、不二輸送機工業株式会社、
株式会社アサヒ建設コンサルタント、株式会社AIS北海道、株式会社明電舎、
東新工業株式会社、株式会社ミライト・ワン、旭化成株式会社

インターンシップ実習先 （令和４年度実績）

インターンシップ （4単位・実習：主に1年生の夏休み時期を利用）
企業・研究機関・大学院などで4週間の就業体験をします。座学の授
業だけでは体験できない実社会の課題に取り組み、これまでに得た
知識能力を発展させ、問題解決能力を養います。高専機構主催の公募
型海外インターンシップも準備されています。

インターンシップ報告会

インターンシップの様子

・複合多軸応力下における疲労強度予測手法に関する予測
・水道管の可視化アプリケーション
・教育データ分析における異なる機械学習モデルの比較実験
・CoMo触媒法によるCNT配向膜を用いたCNT-Siヘテロ接合太陽電
池に関する研究
・アンサンブル学習を用いた鉄鋼の画像からの腐食領域の分類及び面積の算出
・ソーヤ・タワー回路を用いSrTiO₃に磁場をかけた際の誘電性の検討
・側鎖に様々なキラルアミノ酸由来のウレア基を有するポリ（フェニル
アセチレン）のキラル識別能の比較検討
・電気泳動法によるコアシェル形ナノカーボンの分離と電気化学特性解析
・L-グルタミン酸由来ウレア基を導入したポリ（m-フェニレンブタジイ
ニレン）による蛍光キラルセンシング


